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インターバンクの声 （2017 年 8 月 17 日） 
 

北朝鮮情勢を巡っての緊張感の後退からリスク回避姿勢も緩み、円相場も 110円台

後半まで円売りが進んでいたが、7 月の米住宅着工件数や建設許可件数が市場予

想を下回ったことで、一旦は円売りも止まったように見えた。 

しかし、市場の反応はそれほど大きくなく、7 月の FOMC 議事要旨の内容次第では

もう一度円売りモードに戻るかと思われたが、その議事要旨の発表を待たずにトラン

プ米大統領の思わぬ決定発表がドルを大幅に押し下げてしまった。 

米経済界の首脳らで構成する大統領助言組織の「製造業評議会」と「戦略・政策フ

ォーラム」の解散を発表したためだ。 

どうにか 110円は割らずに済んでいたが、FOMC議事要旨に利上げを先送りする可

能性が示されていたことで、市場は再び円買い・ドル売りの流れに戻ったような気が

する。 

来週の米ジャクソンホールでの経済フォ―ラムに向けてオプションを組んでいる投資

家も多いらしく、もう一度 109 円前後までドル売りが進むとインターバンクではドル売

りが膨らむ可能性がある。 
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